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マクルーハンの銀河系 (Ⅰ) 
 














































































であった、と言ってよいだろう。1964 年に著した Understanding Media: the Extensions 













 This is merely to say that the personal and social consequences of any 
medium - that is, of any extension of ourselves - result from the new scale 
that is introduced into our affairs by each extension of our ourselves, 
or by any new technology.（注 3）。 































 これに対して「オートメーションは、統合的 integralで、根本的に分散的 decentralist 
in depth」だと主張する。（注 5） 

























2-1. 話されることば（spoken word） 
 周知の通り、新約聖書ヨハネ伝の冒頭には「はじめにことば（ロゴス λογοs）があった。こ
とばは神とともにあり、ことばは神であった（Ἐν ἀρχῃˆ ἠˆν ὁ λόγοs, καὶ ὁ λόγοs ἠˆν πρὸs τὸν 
θεόν, καὶ θεὸs ἠˆν ὁ λόγοs.）」と記されている。これは現代英語で、"In the beginning was the 
Word, and the Word was with God, and the Word was God." と訳されるのが一般的である。
ギリシャ語のロゴス λόγοsを英語の Word に置き換えることができるかどうか、という難しい
議論はさておき、マクルーハンもまた『人間拡張の原理』を、話されることば（spoken word）
の記述から始めている。 
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2-3. 二重分節（double articulation） 
2-3-1. ソシュール 

























































































で、痛い感覚の、分析されていない全体に対応する。もしわたしが＜J'ai mal à la tête.＞（頭
が痛い）という文を発音すると、状況はまったく別になる。ここでは、あいつぐ 6 個の単位 j’，
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ai，ma1，à，1a，tête のどれ一つとして、わたしの痛みがもっている特殊なところに対応す
るものはない。これらの単位の一つ一つはまったく別の文脈に入って、ほかの経験の事実を通
信する目的をはたすこともできる：たとえば，ma1 は Il fait mal.（彼は悪いことをする）に入
り、tête は Il s'est mis à leur tête.（彼は彼等の先頭に立った）」に入る。」（注 17） 
 マルティネのあげたフランス語の例を、多少分かりやすく解説すると、＜J'ai mal à la tête.＞







 ところで、この＜J'ai mal à la tête.＞というメッセージは、発音記号で示せば /ž e mal a la 
tet/ という 11 個の音の単位から出来ている。マルティネはこの音の単位による分節を＜第二
次分節＞と名づけ、その最小単位を phonème（音素）と呼ぶ。フランス語の発音体系はかなり
複雑で、その数え方は研究者によって異なるが、一般には 36 に分類される。日本語の場合は、
ずっと少なくて、一般的には 23 にすぎない。 




















私 は 頭 が 痛 い 
君  腹  白  
彼  足  悪  
太郎      
ポール      
親      
担当役員      
 
 この表の水平方向の＜私＞＜は＞＜頭＞＜が＞＜痛＞＜い＞という monème（記号素）の関




























w a t a s i 
ゼロ   i k  
t  d  r u 
k  k  ｍ  
 
 ＜私＞を構成する音素/w/a/t/a/s/i/（paradigme）を別の適当な音素（paradigme）に入れ替
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